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A41c MOA 61cm 望遠鏡によるTransit Timing Variations (TTVs) の観測
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　これまでに約 300個の太陽系外惑星が発見されてきたが、未だ地球質量の惑星の検出には至っていない。しかし
地上望遠鏡を用いた現在の観測技術でも地球サイズの惑星は検出可能であり、その手法として重力マイクロレンズ
法及びTransit Timing Variations (TTVs) 法がある (Bennett et al. 2008, Holman et al. 2005; Agol et al. 2005)。
TTVs 法は既に見つかっているトランジット惑星系において、2つめの惑星の影響による 1つめの惑星のトランジッ
ト中心時刻のずれを検出する方法である。このずれは 2つめの惑星が主星もしくはトランジット惑星と重力相互作
用することによって起こり、例えば 3日周期の木星質量のトランジット惑星に対し 2:1の共鳴軌道を回る地球質量
の惑星がある場合、そのトランジット中心時刻のずれは～3分程度となる (Agol et al. 2005)。これは中小口径の望
遠鏡でも充分検出可能なレベルである。
　我々はこのTTVsを検出するため、2008年 6-8月にかけてニュージーランドMt. John天文台の口径 61cm B &C
望遠鏡 ＋ 1k× 1k pixels CCD (Apogee社Alta U47)を用いていくつかのトランジット惑星の追観測を行った。本
発表ではこの観測及び解析結果について報告する。


